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の間のメチレン基数がそれぞれ 3 および 4 のN,N-dimethyl(acrylamidopropyl)- 
ammonium propane sulfonate (DMAAPS)およびN,N-dimethyl(acrylamidopropyl)- 
ammonium butane sulfonate (DMAABS)ゲルを用いて，様々な塩溶液中でのカチオンお
よびアニオンの吸着量と膨潤度の関係，およびこれらのポリマーの転移挙動と吸着量の関
係を明らかにしている。 
 第 1 章「Introduction」では，本研究の背景，ベタインゲルに関する既往の研究のまと
め，および本論文の構成について述べている。 
 第 2章「Effects of preparation condition of DMAAPS gel on ion-adsorption properties 







 第 3章「Cation- and anion-adsorption properties of DMAAPS gel and its relationship 






 第 4章「Phase transition of poly(DMAAPS) and its relationship with cation- and 






 第 5章「Comparison between DMAAPS and DMAABS polymers and gels on ion- 




 第 6章「Conclusion」では，本論文の成果をまとめている。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
 
